
案件１ 小山市役所庁舎動画広告機等設置事業仕様書 

 

１．目的 

この仕様書は、小山市役所庁舎（以下「庁舎」という。）において、動画広告機（以

下、「広告機」という。）及び広告用チラシ棚（以下、「広告棚」という。）を設置し、

広告機を媒介とした動画広告及び小山市の行政情報（以下、「行政情報」という。）を

放映する事業及び広告棚を媒介とした広告事業（以下、「有料広告事業」という。）の

仕様を定める。 

 

 

２．事業計画の策定及び協議 

有料広告事業の実施者（以下、「事業者」という。）は広告機及び広告棚の仕様、施

工管理方法、実施体制及びスケジュール等、有料広告事業に関する事項についてあら

かじめ小山市と協議し、当該事項を記載した事業計画を小山市に提出しなければなら

ない。 

 

 

３．使用許可及び広告掲載料等 

（１）事業者は、前条の事業計画に基づき広告機及び広告棚を設置するときは、その

設置期間について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３８条の４第７

項及び小山市財務規則（第３０年規則第９号）及び関連規定に基づく行政財産の

使用許可を受けなければならない。ただし、広告掲載契約をもって契約期間内の

使用許可を取得したものとする。 

 

（２）事業者は、前項の使用許可に係る使用料として、小山市行政財産使用条例（昭

和４１年条例第２６号）第３条及び関連規定に基づく金額を小山市に一括納付し

なければならない。ただし、広告掲載契約における契約金額に使用料を含むもの

とする。 

 

（３）事業者は、広告事業に関する機器の運用に関して、小山市の算定した電気料を

小山市の請求に基づき納付しなければならない。 

 

 

４．広告機及び広告棚の設置及び維持管理、撤去にあたっての留意事項 

（１）事業者は、広告機及び広告棚を設置する場合、庁舎の維持管理、庁舎の景観及

び災害時の避難誘導の支障とならない場所及び構造とするように配慮しなけれ

ばならない。 

 

（２）事業者は、広告機及び広告棚の落下、転倒等により、庁舎利用者に危険を生じ

させることのないようにしなければならない。 



（３）小山市は、事業者に対して、前２項の規定による留意事項について助言及び指

導を行い、事業者は、その助言及び指導に従わなければならない。なお、当該助

言及び指導に従うことにより生じる経費は、事業者が負担する。 

 

（４）事業者は、広告機及び広告棚の毀損及び汚損、または不測の事態が生じた場合

等は、速やかに復旧されるよう最適な措置を取らなければならない。 

 

（５）広告機及び広告棚の設置及び撤去並びに広告の内容の変更に関する作業は、事

業者の希望日時を事前に調整したうえで、小山市が指定する日時に行うものとす

る。 

 

（６）広告機及び広告棚の制作・設置・運用管理・撤去等に係る一切の費用は事業者

の負担とする。 

 

（７）小山市の合理的な理由により、広告機及び広告棚の移動並びに撤去等の必要が

生じた場合は、事業者はその指示に従わなくてはならない。なお、当該指示に従

うことにより生じる経費は、事業者が負担する。 

 

（８）広告機及び広告棚の設置にあたっては、既存の広告機及び広告棚を継続して使

用することができる。ただし、事業者が変更になった場合は、既存広告機及び広

告棚の設置者と協議の上、使用できるものとする。 

 

（９）広告機及び広告棚の撤去を行う場合は、小山市の求めに応じて設置に関する原

状回復を行うこと。 

 

 

５．広告機及び広告棚の仕様 

設置できる広告機及び広告棚の仕様は、各号に定める事項のとおりとし、次の仕様

を満たしていることについて、小山市の承認を得なければならない。 

 

【広告機】 

（１）種類 カラーモニター 

 

（２）設置場所・サイズ 次に指定するものとする。 

設 置 場 所 規 格・基 数・設 置 方 法 

①本庁舎 １階窓口待合ロビー（有音） ４５ｲﾝﾁ以内・２基・壁掛け 

②本庁舎 ３階検診待合ロビー（無音） ４５ｲﾝﾁ以内・１基・壁掛け 

 

（３）デザイン等 庁舎の景観を損なわないデザイン、色使いとし、鋭利な突起物が

ない安全に配慮したもの 



（４）取付け 壁掛けの場合、落下等の恐れのないように確実に固定すること 

 

（５）配線等 庁舎の景観、安全を損なわない配線方法とすること 

 

（６）電源及び音声 電源の入切が自動でなされ、音声については指向性のスピーカ

ーにより放送し、小山市が自由に音量調整できること。また「小山市が自由に音

量調整できること」とは、事業者は音量調整できるリモコン等を小山市に貸与し、

小山市は状況に応じて、音量０も含めて自由に音量調整をすることができるとこ

も含む。 

 

【広告棚】 

（１）種類 パンフレットスタンド 

 

（２）設置場所 次に指定するものとする 

設 置 場 所 規 格・基 数 

本庁舎 １階窓口待合ロビー ２基 

 

（３）サイズ  次の寸法以内のものとする 

幅 1000mm 高さ 1500mm 奥行 650mm 

 

６．広告機の運用について 

広告機の運用は、次の各号に定める事項のとおりとする。 

 

（１）放映時間 庁舎開庁日の午前８時３０分から午後５時１５分までする。なお、

電力の使用できる時間帯は、８時３０分から１９時までとし、維持管理等は、こ

の時間帯に行う。 

 

（２）放映内容 企業広告等の動画広告、および行政情報等とし、番組構成は庁舎で

の市民の待ち時間を考慮し、１枠１５秒間２８枠程度で１サイクル７分間程度を

繰り返し放映する。 

 

【行政情報枠】（７枠×１５秒） 

自治体の行政サービス・四季のイベント等、社会生活に役立つ情報を放映する。 

※行政情報は、全放映時間の２５％以上としなければならない。 

 

【広告枠】（１５枠×１５秒） 

市内で営業する広告主が生活情報広告として、企業ＰＲや店舗ＰＲを放映する。 

 

【キャッチコンテンツ枠】 

   来庁者の興味を引くために、クイズ等のコンテンツを放映する。 



【予備枠】（３枠×１５秒） 

市内施設案内等で活用のため、行政情報枠・広告枠とは別に予備枠として設け

る。 

 

活用しない場合は、行政情報枠として使用する。 

 

 

６．広告棚の運用について 

広告棚の運用は、次の各号に定める事項のとおりとする。 

 

（１）維持管理等 維持管理等は、開庁時間内に行うこととする。 

 

（２）広告内容 １動画広告主につき１種類のＡ４規格（折り畳み等によりＡ４規格

となった場合を含む。）の企業ＰＲや店舗ＰＲ用のチラシを設置す

ることができる。設置箇所はあらかじめ事業主が指定し、１動画広

告主につき、１箇所を使用する。 

 

 

７．広告主及び広告内容の審査 

（１）事業者は、広告機及び広告棚により広告を放映又は設置する広告主の選定及び

広告の内容について、本仕様書に定めるほか、小山市有料広告取扱要綱及び小山

市広告掲載に関する運用基準（以下「要綱」という）並びに関係法令を遵守する

とともに、事前に小山市の審査を受け、その承認を得なければならない。 

 

（２）事業者は前項の審査を受けるため、放映する広告映像や設置するチラシ等の必

要な資料を受け、その承認を得なければならない。 

 

（３）事業者は、前項の審査を受けるため、放映する広告映像や設置するチラシ等の

必要な資料を小山市に指定する日までに提出するものとする。 

 

（４）小山市及びその利用者への影響に配慮しなければならない。 

 

（５）小山市は、広告の内容が要綱等及び関係法令に違反しているときまたは、小山

市が合理的な理由により市役所で放映する広告としてふさわしくないと判断し

たときは、いつでも、事業者に対して広告の内容の修正を求めることができ、事

業者はこれに従わなければならない。 

 

（６）前項の規定による修正に要する費用は、事業者が負担する。 

 

 



８．広告の内容についての責任 

事業者は、広告の内容について、次の各号に定める事項を遵守する。 

 

（１）広告内容等に関する一切の責任は事業者が負うものとし、小山市は一切の責任

及び負担を負わない。 

 

（２）広告内容が第三者の権利を侵害するものでないこと及び広告内容等に係る財産

権のすべてにつき合理的な権利処理が完了していることについて保証する。 

 

（３）小山市に対して、第三者から広告に関連して被害を被ったという請求がなされ

た場合は、事業者の責任及び負担において解決するものとし、小山市は責任及び

負担を負わない。 

 

 

９．行政情報について 

放映する行政情報は、次の各号に定める事項のとおりとする。 

 

（１）行政情報は、静止画・音声付き・文字情報を基本的な仕様とする。 

 

（２）行政情報は、小山市が事業者に対して作成のための情報提供を行い、それをも

とに事業者が作成する。 

 

（３）行政情報の更新頻度は２週間～１か月程度とし、一回の更新に含む行政情報は

７本程度、年間に作成する行政情報は８０本程度とする。 

 

（４）前各号に係る詳細は、小山市・事業者協議の上、決定する。 

 

（５）前項の、行政情報の作成、管理、放映等に関する費用は、全て事業者が負担す

る。 

 


